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厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、日
本
人
の
平
均
寿
命
は
令
和

４
年
の
段
階
で
、男
性
が
81
・
05

歳
、女
性
が
87
・
09
歳
。40
年
前
と

比
較
す
る
と
、75
歳
か
ら
の
平
均

余
命
は
男
性
で
約
４
年
、女
性
で

は
約
６
年
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
平
均
寿
命
が
延
び
続
け

て
い
け
ば
、１
０
０
歳
を
超
え
る

ま
で
生
き
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
珍

し
い
こ
と
で
は
な
く
な
り
そ
う
で

す
。

　

長
い
老
後
を
豊
か
に
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、人
生
設
計
を
見
直

す
必
要
も
出
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。自
ら
の
老
い
へ
の
考
え

方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。一
人
一
人

が
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
自
己

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、「
人
生

１
０
０
年
時
代
」の
豊
か
な
暮
ら

し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
ら
し

く
過
ご
す
た
め
に
、必
要
な
備
え

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



03 2023.12

◉
　

独
居
を
含
め
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
数
は
年
々
増
加
。令
和
２

年
に
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
全
世
帯

数
の
21
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

健 康
４、５ページ◀

介 護
６、７ページ◀

資 産
８、９ページ◀

暮らし
10、11ページ◀

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、今
後
、住

民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
た
め

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
の
需
要

は
増
加
し
、多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が

推
測
さ
れ
、そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

◉
　

健
康
寿
命
と
は
、介
護
な
ど
の
必
要

が
な
く
、自
立
し
て
健
康
的
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。何

歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
の
か
を
示
す「
平

均
寿
命
」と「
健
康
寿
命
」の
差
は
、「
健

康
で
は
な
い
期
間
」を
意
味
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
時
点
で
の
本
市
の
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、男
性
１
・
73
年

（
県
＝
１
・
37
年
）、女
性
３
・
45
年（
県
＝

３
・
07
年
）で
、い
ず
れ
も
県
全
体
の
平

均
値
よ
り
も
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。　

◉
　

本
市
に
お
け
る
令
和
４
年
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
数
は
５
５
７
０
人
、

総
人
口
の
約
７
・
５
％
で
、５
年
間
で

０
・
３
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
介
護
ニ
ー
ズ
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
、介
護
者
へ
の
支
援
や
介
護
保
険

の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、介
護
予
防

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
　

本
市
の
総
人
口
は
直
近
10
年
間
で
約

１
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
い
く
中

で
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
全
て
75

歳
以
上
と
な
る
令
和
７
年
の
高
齢
化
率

（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
口

割
合
）は
38
・
２
％
、そ
の
15
年
後
の
22

年
に
は
41･

６
％
に
な
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。（
第
二
次
ま
ち・
ひ
と・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
お
け
る
人
口
推
計
）

■
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■ 

☎

自分に合わせた運動を

　体を動かさない生活を続けると、運動不足により
筋肉量や歩行速度が低下し、転倒や骨折、寝たきり、
持病の悪化につながりやすいといわれています。 無
理のない範囲で体を動かしましょう。
　市では、健康寿命を延ばす取り組みの一つとして、
介護予防体操「いきいき体操とめ」を考案し、推奨し
ています。年齢とともに低下しがちな筋力やバラン
ス機能を保つための体操で、曲に合わせて歌いなが
ら、タオルを使って、楽しく運動できます。

バランスの良い食事を

　主食・主菜・副菜がそろうと、自然とバランス良く
栄養を取ることができます。特に「たんぱく質」は、高
齢期に健康な体を維持するために不可欠な栄養素
で、肉や魚、卵、大豆製品、乳製品などに豊富に含まれ
ています。日頃から意識して３食しっかりたんぱく
質を取るように心がけましょう。
　また、食べ物の入り口でもある口や歯の衰えは、全
身の健康に影響します。歯磨きや、よくかんで食べる
こと、定期的な歯科健診と口の体操などで、口腔内の
健康を保ちましょう。
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フレイルを予防しましょう

　フレイルとは、年を取って体や心の働き、社会的な
つながりが弱くなった状態を指します。
　年齢を重ねていくと、心身や社会性などの面でダ
メージを受けたときに回復できる力が低下し、これ
によって、健康に過ごせていた状態から、生活を送る
ために支援を受けなければならない要介護状態に変
化していきます。

　フレイルは、自分の状態と向き合って、予防に取り
組むことで、その進行を緩やかにし、健康な状態に戻
すことができます。予防するためには「栄養」「運動」
「社会参加」が大切です。フレイルの入り口は人それ
ぞれ。一つの入り口からドミノ倒しのようにならな
いように、３本の柱を毎日の生活に取り入れ、今でき
ることから始めてみましょう。

健康寿命を延ばす
介護や支援を受けず、長く元気に楽しく、自立して暮らしてい
くために、実践できることを紹介します。

■ 

☎

フレイル予防の３本の柱
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たい人など、老後の生活スタイルや考え方によって、
介護に求められるものが変わっていくかもしれませ
ん。誰もが必要なサービスを受けられるように、社会
全体で考えていくことが大切です。
◉
　介護に限らず、隣に困っている人がいたら手を差
し伸べること、ボランティアに参加することなど、さ
さいなことから、人のためにできることに目を向け
てください。みんなが助け合い、心も体も健康長寿な
人が増えて、介護支援があまり必要とされない地域、
時代になっていくことが、私たちの願いです。

　介護サービスを受けるためになくてはならない存
在なのが、ケアマネジャー（介護支援専門員）です。
「要支援」の人は地域包括支援センターが主に担当し
ています。一方、「要介護」の人の場合は居宅介護支援
事業者のケアマネジャーが担当します。また、利用者
自身が担当者を選ぶこともできます。
◉
　ケアマネジャーは、利用者が適切な介護サービス
を利用するために、「介護サービス計画書（ケアプラ
ン）」を作成し、行政や介護事業者との連絡調整や、
利用者の介護サービス全体をマネジメントします。
　住み慣れた地域や自宅でどのように暮らしていく
か、利用者と家族に寄り添い、共に考え、支援します。
◉
　人口減少と少子高齢化に伴い、介護認定者の増加
や介護業界の人手不足は拡大していくことが見込ま
れます。また、自宅介護を望む人、介護施設を利用し
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　地域包括支援センターは、65歳以上の人やその家
族の身近な「総合相談窓口」です。主任介護支援専門
員や社会福祉士など専門知識を持った職員が、高齢
者が住み慣れた地域で生活できるように、介護保険
に関することや介護予防、認知症に関すること、虐待
防止などの相談支援をしています。

◉

　各地域包括支援センターの連絡先は、24ページに
掲載しています。分からないことや不安に思ってい
ることがあれば、気軽に相談してください。

認知症サポーター
養成講座を受講して

◉
　市は、認知症について正しく理解し、認知症の人や
その家族を見守り、寄り添い、支え合えるように応援
する「認知症サポーター」を養成する講座を開催して
います。受講を希望する場合は、地域包括支援セン
ターにご相談ください。

介護が必要になったら

▶▶▶

自分や家族が、介護が必要な状態になってしまったときの
相談窓口などを紹介します。
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　空き家バンク
　将来、自宅や実家が空き家になったらどうするか、
考えたことはありますか。
　「空き家バンク」は、空き家の賃貸・売却を希望する
人から申し込みを受けた情報を、空き家の利用を希
望する人に紹介する制度です。相続や空き家管理な
どの問題解決の方策の一つとして、ぜひ制度の活用
を検討してみてください。

まちづく
り推進部観光シティプ
ロモーション課（ふる
さと定住係）
☎ 0220（23）7331

■ 

☎

　相続や生前贈与、財産管理など、老後
の手続きについてどうしたらよいか、
相談に来る人が増えています。
◉
　高齢になると、身体機能の低下だけ
でなく、認知症などにより判断能力が
低下し、財産の管理や契約手続きが困
難になったり、経済的な被害に遭った
りする恐れがあります。このような場
合に支援する制度が、成年後見制度で
す。成年後見制度には、判断能力が低下
してから裁判所が支援者を決める「法
定後見」と、元気なうちから将来に備
え、契約して利用する「任意後見」があ
ります。
◉
　不動産の所有者が亡くなると相続登
記の問題が生じます。令和６年４月か
らは、正当な理由なく不動産の相続に

よる取得を知ってから３年以内に相続
登記の申請をしなかった場合、10万円
以下の過料が科される可能性がありま
す。自分や家族のために、亡くなった人
の不動産の相続登記を早めに検討して
ほしいと思います。
◉
　判断能力が低下すると、重要な事柄
ほど希望を実現することが難しくなり
ます。将来、どのような生活を希望す
るのか、自分の財産を誰に引き継いで
ほしいか、考える時間や対策をとりま
しょう。また、それを形にすることも大
切です。エンディングノートや遺言書
などの作成に、早すぎるということは
ありません。
　老後の不安や、手続きなどに疑問を
感じている場合は、最寄りの公的窓口
や司法書士などに相談してください。

今からできる老後の備え
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　年金制度

　エンディングノート
　エンディングノートは、自分が亡くなったとき、
あるいは病気やけが、認知症で判断能力が衰えてし
まったときに備えて、必要な情報や希望を書いてお
くノートです。遺言書のような法的効力はありませ
んが、終活のさまざまな場面で役立ちます。
　自分の人生を考え、よりよくするための指針とし
て、エンディングノートを書いてみましょう。

　受給開始年齢になったり健康状態に問題が生じた
りしたときに受け取れる年金。自分が将来もらえる
年金額がいくらなのか、老後の準備のためにも理解
しておきましょう。年金の手続きや相談などについ
ては、年金事務所へ問い合わせください。

古川年金事務所
☎ 0229（23）1200

老後のお金や家のこと
老後の家計や財産管理など、将来のライフプランを考える上
でのヒントを紹介します。
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シルバー人材センター会員

働く喜びを実感しています

　生き生きと、豊かに暮らす

　伊藤さんは、定年退職を機にシ
ルバー人材センターに入会しまし
た。長年勤めたバス会社のキャリ
アを生かして、介護事業所などの
送迎バス運転業務に従事した後、
現在は除草作業や農作業を請け負
い、元気に働いています。
　「仕事中、近隣の人から感謝の声
をかけられると涙が出るほどうれ
しい。また、仲間から機械の取り扱
いや技術的なことなど多くのこと
を教わり学んでいます。仕事を通

して得られることは、お金に代え
られない価値があります。そして、
何より楽しい」と語る伊藤さん。
　趣味は、マラソンと筋トレ。妻と
共に続けている舞踊で介護施設に
慰問するなど、ボランティア活動
にも参加しているとのこと。「健康
な状態が保てるのは、仕事や趣味
のおかげ」と話す笑顔は、今日も輝
いています。

登米市シルバー人材
センター　☎ 0220（22）8526

仕事や趣味、ボランティア活動など、生きがいを持ち、元気に
活躍している皆さんを紹介します。

ミニデイサービスボランティア

地域に交流と生きがいを
　的場地区ミニデイサービスで、
ボランティア代表を務める山崎さ
ん。月に１回、地区の高齢者が集
まって、レクリエーションや体操
など、まざまな活動を通して楽し
く過ごしています。
　「みんなで歌ったり、冗談を言っ
て笑ったり、毎回ミニデイを楽し
みにしてくれている参加者の楽し
そうな顔を見ると、私も元気をも
らえます」。以前、地元で行政職員
として働いていた山崎さんは、お

世話になった地域に恩返しをした
いと、18年以上ボランティア活動
を続けています。「高齢化が進んで
いるので、これからは後継者育成
にも力を注いでいきたい」と話す
山崎さんに、参加者から「ずっと
（ボランティアを）続げでけろっ
ちゃ」の声が。「100歳まで頑張らな
くてないかな」。会場には、にぎや
かな笑い声が響いていました。

登米市社会福祉協議
会　☎ 0220（21）6310
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市
は
、人
と
人
、人
と
社
会
が
つ

な
が
り
、生
き
が
い
や
役
割
を
持

ち
、助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
の
で
き
る「
地
域
共
生

社
会
」の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。　

　

こ
の
先
、自
分
が
望
む
暮
ら
し

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
活
動

が
し
た
い
と
き
、ま
た
、環
境
の
変

化
な
ど
で
希
望
通
り
に
物
事
が
進

ま
な
く
な
っ
た
と
き
、相
談
や
支

援
の
窓
口
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を

知
り
、今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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（※１）

（※２）

（※１）

（※２）

※水道事業、下水道事業および病院事業の会計における資本的収支不足額は、内部留保資金などにより補てんしています

市民税31億5,579万円（6.6％）、固定資産税36億571万円（7.6％）、軽自動車税3億3,901万円（0.7％）、
市たばこ税6億4,373万円（1.4％）、水利地益税66万円（0.0％）
普通交付税154億9,957万円（32.6％）、特別交付税14億1,809万円（3.0％）、震災復興特別交付税
1億2,908万円（0.3％）



13 2023.12

商工費17億3,372万円（3.8％）
災害復旧費9億9,631万円（2.1％）
議会費2億8,219万円（0.6％）
労働費9,688万円（0.2％）

（※3）

H30 R1 R2 R3 R4

総務部財政経営課
☎ 0220（22）2159

（※3）
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☎
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市
で
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
提
供
す

る
こ
と
と
、費
用
負
担
の
公
平
性

や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点

か
ら
、公
共
施
設
の
使
用
料
、手
数

料
、保
育
料
な
ど
に
つ
い
て
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
改
定
し
ま
す
。

改
定
後
の
金
額
な
ど
、詳
細
に
つ
い

て
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

公
民
館
や
体
育
施
設
な
ど
の
公

共
施
設
の
１
時
間
当
た
り
の
使
用

料
を
、施
設
維
持
管
理
費
や
減
価

償
却
費
に
加
え
、各
施
設
の
人
件

費
を
基
に
算
出
し
て
改
定
し
ま

す
。た
だ
し
、激
変
緩
和
措
置
と
し

て
、現
行
使
用
料
の
１
・
５
倍
を
上

限
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
施
設
使
用
料

と
は
別
に
設
定
し
て
い
た
、冷
暖

房
料
や
音
響
設
備（
登
米
祝
祭
劇

場
を
除
く
）な
ど
の
電
気
機
器
使

用
料
に
つ
い
て
は
、ナ
イ
タ
ー
照

明
設
備
な
ど
一
部
を
除
き
、改
定

後
は
使
用
料
に
含
め
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

施
設
使
用
料
は
、施
設
の
利
用

者
か
ら
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
が
、例
外
的
に
、公
益

性
や
公
共
性
の
高
い
活
動
内
容

で
、使
用
料
の
負
担
を
政
策
的
に

軽
減
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、そ
の
全
部
、ま
た
は
一
部

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
施
設
使
用
料
の
見
直
し

に
合
わ
せ
て
、受
益
者
負
担
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
、減
免
制
度
を

次
の
と
お
り
見
直
し
ま
す
。

▼「
登
米
市
公
の
施
設
使
用
料
の

減
免
等
に
関
す
る
規
則
」に
規
定

す
る
減
免
適
用
団
体
お
よ
び
減
免

割
合
の
変
更
▼
減
免
適
用
団
体
に

限
ら
ず
、無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
う
ち
、一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
、使
用
料
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
新
た

に
追
加
▼「
登
米
市
公
の
施
設
の

使
用
料
の
減
免
適
用
団
体
登
録
要

綱
」を
令
和
５
年
度
を
も
っ
て
廃

止
。（
申
請
受
付
は
令
和
６
年
２
月

末
で
終
了
）

】ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
行
政
改

革
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、こ
れ

ま
で
無
料
で
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
人

と
利
用
し
な
い
人
と
の
公
平
性
の

確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、利
用
が

有
料
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
に
つ
い
て
は
、平
日
、学
年

始
休
業
日
、夏
季
休
業
日
、冬
季
休

業
日
、学
年
末
休
業
日
、土
曜
日
の

各
区
分
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

右
の
表
に
基
づ
き
、利
用
す
る

区
分
が
増
え
る
ご
と
に
加
算
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、平
日
と
長
期
休
業

日
を
利
用
す
る
場
合
は
、長
期
休

業
日
の
利
用
料
が
半
額
と
な
り
ま

す
。同
一
世
帯
に
お
い
て
利
用
児

童
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、利
用

料
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、一
時
利
用
を
利
用
す

る
場
合
、平
日
の
利
用
は
日
額

１
５
０
円
、土
曜
日
・
長
期
休
業

日
・
振
替
休
業
日
の
利
用
は
日
額

３
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

保
育
料
を
県
内
他
市
よ
り
も
低
く

設
定
し
、子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、保
育
事
業
を
持
続
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
保
育
料
を
見
直
し

ま
す
。

　

保
育
料
は
所
得
の
階
層
に
応
じ
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第
35
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
開
催
に
あ
た
り
、コ
ー
ス

周
辺
を
交
通
規
制
し
ま
す
。通
行

の
際
は
、現
場
の
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

12
月
３
日（
日
）午
前
９
時

10
分
〜
正
午（
予
定
）

登
米
総
合
体
育
館
東
側　

〜
一
関
方
面（
国
道
３
４
２
号
線
）

カ
ッ
パ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
事
務
局（
と
よ
ま
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
蔵
っ
こ
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、競
技

会
場
・
選
手
村
な
ど
で
多
く
の
木

材
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。施
設
の

解
体
後
、県
内
唯
一
の
木
材
提
供

自
治
体
で
あ
る
登
米
市
に
返
還
さ

れ
た
木
材
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
次
世
代
へ
受
け
継

ぐ
た
め
、活
用
方
法
を
公
募
・
決
定

し
、こ
の
度
、返
還
木
材
を
使
用
し

た「
み
ん
な
集
ま
れ（
テ
ー
ブ
ル
in

チ
ェ
ア
ー
）」を
、各
総
合
支
所
へ

配
置
し
ま
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

エ
ン
ブ
レ
ム
が
焼
印
さ
れ
た
、木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。来
庁
し
た
際

は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

る
証
明
▼
土
地
、家
屋
、償
却
資
産

に
関
す
る
証
明
▼
地
籍
図
の
写
し

▼
営
業
に
関
す
る
証
明
▼
公
簿
、

公
文
書
の
閲
覧
、謄
写
▼
農
業
振

興
地
域
に
関
す
る
証
明
▼
そ
の
他

の
証
明

１
件
当
た
り
２
０
０
円

を
３
０
０
円
に
改
定

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

て
国
が
上
限
額
を
定
め
て
お
り
、

そ
の
上
限
額
の
範
囲
内
で
市
町
村

が
独
自
に
定
め
て
い
ま
す
。本
市

の
現
行
の
保
育
料
は
、国
で
定
め

る
上
限
額
の
60
％
と
し
て
お
り
、

今
回
の
改
定
で
は
、そ
の
割
合
を
、

平
均
65
％
程
度
と
し
ま
す
。ま
た
、

所
得
に
よ
る
階
層
区
分
を
７
階
層

か
ら
17
階
層
に
細
分
化
し
、階
層

間
の
保
育
料
の
差
を
緩
や
か
に
し

て
設
定
し
ま
す
。福

祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

各
種
証
明
な
ど
の
発
行
手
数
料

と
直
接
搬
入
ご
み
の
処
分
手
数
料

を
改
定
し
ま
す
。詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、総
合
支
所
お

よ
び
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

付
近
へ
掲
示
し
て
い
ま
す
。

【

住
民
票
の
写
し
▼
住
民
票

記
載
事
項
証
明
▼
住
民
基
本
台
帳

閲
覧
▼
戸
籍
の
附
票
の
写
し
▼
印

鑑
登
録
証
交
付
▼
印
鑑
登
録
証
明

▼
身
分
証
明
▼
租
税
及
び
公
課
に

関
す
る
証
明
▼
租
税
以
外
に
関
す

☎
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過
去
１
年
間（
令
和
４
年
８
月

〜
令
和
５
年
７
月
）の
農
地
の
賃

借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
場

合
は
、こ
の
情
報
を
参
考
に
、貸
し

手
、借
り
手
の
双
方
で
協
議
し
て

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　院内で新型コロナウイルス感染症のクラスター
が発生し、患者の受け入れを制限せざるを得ない
状況もありましたが、感染症患者の診察を最大限
継続するなど、地域から必要とされる医療の提供
に努めました。
　収入は、院内での新型コロナウイルス感染症の
クラスター発生による患者数の減少などで、医業
収益が4,103万円減少したほか、新型コロナウイ
ルス感染症対応補助金などの医業外収益が２億
3,921万円減少したため、病院事業収益は、前年度
比３億332万円減の79億357万円となりました。
　支出は、給与費や材料費、経費などの医業費用
が7,084万円減少した一方で、医業外費用などが
1,318 万円増加したため、病院事業費用は、前年度
比5,766 万円減の75億3,333万円となりました。
　この結果、総収入から総費用を差し引いた当年
度純利益は３億7,024万円で、２年連続の黒字決算
となりました。

医療局経営管理部経営企画課　☎ 0220（21）5030
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vol．2

じ ゅ ん こ

夢と生きがい
未来にはばたく

にぎわいあふれる
いしのもり

➊

➋

　☎

■
市公式ホームページ「職員採用情報」からダウンロードできます
封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、次の２点を同封してください

➊宛先を明記した返信用封筒（Ａ４版が入る大きさに120円切手を貼付したもの）
➋連絡先（電話番号）を明記した任意の用紙

総務部人事課（迫庁舎２階）または各総合支所市民課で配布します（平日／午前８時30分～午後５時15分）



HOTLINE

20

今年は「つなぐ・つながる」をテーマに開催。次世代を担う未就学
児や小学生も日頃の文化活動の成果を披露しました。

　「第15回登米市民文化祭」（登米市文化協会主催）が９
月30日と10月１日、豊里公民館で開かれました。
　展示発表では、書道や俳句、陶芸など13団体が作品を
展示。ステージ発表では、２日間で30団体が日本舞踊、
民謡、伝統芸能、フラダンスなど、68演目を披露したほ
か、市民文化祭初となる仙台フィルハーモニー管弦楽
団の弦楽四重奏コンサートも催されました。来場した
髙橋武

たけ

比
ひ

古
こ

さん＝中田町十文字＝は「俳句を出展した
ので妻と見に来ました。ちぎり絵や絵画など、素晴らし
い作品が多く展示されているので、見に来て良かった
です」と話していました。

高齢化が進む木工芸職人の後継者不足が懸念される中、隊員の
二人には新たな担い手として活躍が期待されます。

　「登米市地域おこし協力隊辞令交付式」は10月２日、
市役所迫庁舎で開かれ、木工芸支援員として、熊本市出
身の高田由

ゆ

美
み

さんと名取市出身の松浦秀
しゅう

平
へ い

さんが任
命されました。
　本市では、2013年度から地域おこし協力隊員を受け
入れており、今回で19人目の採用。二人は、市の農林振
興課に所属し、津山木工加工研修施設などでの技術習
得と、森林資源の活用やＰＲ活動などに携わります。任
期は１年ごとの更新で最長３年間。松浦さんは「登米の
地に根ざして、市を象徴する杉の木のように天高く成
長していきたい」と抱負を述べました。

電子部品メーカーのロボットによるパフォーマンス。精密な動
きを前に、こどもも大人も目を輝かせていました。

　「第16回登米市産業フェスティバル」は10月１日、迫
体育館とエスファクトリー東北中江公園（迫中江中央
公園）で開催され、約１万３千人が来場しました。
　体育館内では、市内企業や学校などによる、生産品の
展示やものづくり体験などが催されました。屋外には
木工体験ブースや電気自動車の展示のほか、特産品の
販売や飲食コーナーなどが立ち並び、市の魅力を発信。
市内の産業を担う企業や団体がイベントを盛り上げま
した。家族で訪れた畠山卓

たく

也
や

さん＝迫町山の上＝は「市
内の企業などの製品や取り組みなど、初めて知ること
も多く、とても充実しました」と話していました。
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志保さんは「地域の皆さんのおかげで、一生に一度の思い出に残
る結婚式になりました」と感謝の気持ちを述べていました。

　「令和登
と よ ま

米人力車会」は10月８日、迫町の津島神社で
結婚式を挙げる佐々木宏

ひろ

吉
よ し

さんと志
し

保
ほ

さんを人力車で
式場まで送り届けました。
　人力車による移動は、新郎新婦からの希望に、同会や
登米市神社通り商店会が協力して実現。二人を乗せた
人力車が近づくと、沿道からは歓声が上がりました。交
通整理を担当した新田修

しゅうへい

平さん＝登米町辺室山＝は
「新郎新婦の新たな門出を祝いたいという気持ちはも
ちろん、シティプロモーションにもつながると思って
協力しました。これからも『人力車の走るまち』をアピ
ールしていきたいです」と話しました。

手に持ち切れないほど、たくさんの大きなサツマイモを収穫し
た園児たち。元気な声が響き渡りました。

　「サツマイモ掘り交流学習」は10月25日、登米総合産
業高校の実習畑で開かれ、同校農業科の生徒28人と、さ
くら幼稚園の年長組50人が、サツマイモの収穫に汗を
流しました。
　交流学習は、収穫体験を通して園児と生徒が交流し、
農業や自然への興味と関心を深めることを目的に開
催。畑から、さまざまな形や大きさのサツマイモが採れ
るたびに、こどもたちの歓声が上がりました。高橋幸

こう

也
や

さん（産業高１年）は、「収穫に園児たちが喜んでくれた
のでうれしかったです。栽培したかいがありました」と
笑顔を見せました。

ボッチャでは、参加者同士がボールを投げたり転がしたりしな
がら一喜一憂していました。

　「第17回登米市スポーツまつり」は10月９日、豊里公
民館で開かれ、71人が参加しました。
　まつりは、スポーツの楽しさを体感することを目的
に開催。ボッチャやモルック、ラダーゲッターなど、計
６種目のニュースポーツの体験コーナーや、体組成が
測定できる健康づくりコーナーなどが設けられ、たく
さんの参加者でにぎわいました。友人と来場した菅原
みゑ子さん＝登米町下り松＝は「初めて経験するスポ
ーツでしたが、簡単にできて年齢を忘れて楽しめまし
た。健康測定では数値が良くてうれしかったです」と笑
顔を見せました。
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北上川のように歩んでいく
★

職場の上司の紹介でお
見合いしたの。話していて楽し
い人だと思ったね。

初めて会ったとき、落
ち着きがあってしっかりした人
だと思ったよ。
★

新婚旅行で、北海道へ
行ったことをよく覚えているよ。
雪の多さにびっくりしたけれど、
雄大な景色がきれいだったね。

★
こども３人を厳しく指

導しながらも寄り添って育てて
くれた、頼もしい人だよ。

自分のことを支えてく
れて助かってるよ。ありがとう。
★

ドライブで東北の道の駅
を巡りながら、地域の伝統に触
れてみたいな。北上川の流れみ
たいに、これからも二人でゆっ
たり歩んでいきたいね。

★ 　165㌢でB型です。
★ 　登米市体育協会で働きながら、社会人
アスリートとしてカヌー競技で日本１位やオリ
ンピック出場を目指して活動しています。カヌー
を初めて体験した小学生の時に、水を切って進む
感覚が楽しくて、中学校、高校、大学とカヌー部に
所属して続けてきました。こぐ際に体力をかな
り使うので、とても疲れますが、それを乗り越え
て良い記録を出したときに達成感で満たされる
のが楽しいです。たくさんの大会に出場してい
て、今年の10月に開催された国体ではカヤックシ
ングル200㍍の部で５位になることができました。
今は来年の３月に実施されるオリンピック日本
代表選考会に向けて練習に励んでいます。
★ 　一度決めたことは成し遂げるまで
やり抜く性格です。
★ 　川や海に出向いて釣りをし
ています。魚が針にかかったときの感覚が楽しい
です。
★ 　筋トレです。限界を超えたときの達成
感が得られることと、カヌーをこぐ上で必要な筋
力を付けるために日々取り組んでいます。
★ 　優しくて温かい人が多い
ので、いつも楽しく過ごせています。
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毎日たくさん笑って、
元気に成長していて、
家族はたくさん元気を
もらっています。

お姉ちゃん、お兄ちゃ
んに囲まれて毎日楽し
いね。いっぱい遊んで
元気に大きくなろうね。

お兄ちゃんが大好きな 
れっくん。いつもにこ
にこでとっても癒やさ
れます。これからもす
くすく元気に育ってね。

すくすく成長中。パパ
とお風呂に入るのが大
好き。これからの成長
が楽しみです。

人を幸せにする職に
　私の夢は、まだ決まっていません。今のとこ
ろ、アニメーターや宇宙関係の仕事など、なり
たい職業がたくさんあり、一つに絞ることがで
きません。ですが、私はまだそれで良いと思っ
ています。以前、将来の夢は何かと聞かれると
毎回悩んでしまい、早く職業を決めなければと
焦っていました。しかし、キャリアセミナーを
受けた小学６年生の頃から、その焦りは薄れて
いきました。職業の講習会が毎年あることを
知り、まだ職業について学ぶ機会があると気
付いたので、その日から、自分のなりたい職業
をゆっくりと決めていくことにしました。中
学３年生の頃には、決めたいと思っています。
　どの職業を選ぶにしても、学力は大事なの
で、しっかり勉強に取り組もうと思います。そ
して、興味のあることや得意なことを見極め
て、これから職業を決め、その職業を通じて人
を幸せにしたいです。

右のQRコードを読み込み、電子申請してください
※申込状況により、掲載まで数カ月かかる場合があります

まちづくり推進部まちづくり推進課（広報係）
☎ 0220（22）2147



24

　

高
齢
に
な
る
と
、日
中
の
活
動

量
が
低
下
す
る
た
め
、必
要
と
す

る
睡
眠
量
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、眠
り
が
浅
く
な
り
、中
途
覚

醒
や
早
期
覚
醒
が
み
ら
れ
る
な

ど
、十
分
に
眠
れ
な
い
と
感
じ
る

人
が
多
く
な
り
ま
す
。不
眠
は
心

身
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、睡

眠
の
質
を
高
め
る
よ
う
な
過
ご
し

方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。時

間
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
▼
眠

ろ
う
と
意
識
し
て
時
間
を
決
め
て

布
団
に
入
る
よ
り
、眠
く
な
っ
た

ら
布
団
に
入
る
▼
起
床
時
間
は
毎

日
だ
い
た
い
同
じ
に
す
る
▼
規
則

正
し
い
３
度
の
食
事
と
適
度
な
運

動
を
心
が
け
る
▼
昼
寝
を
す
る
と

き
は
午
後
３
時
よ
り
も
前
に
、20

〜
30
分
間
程
度
ま
で
に
す
る

　

た
だ
し
、十
分
に
眠
っ
て
い
て

も
、日
中
の
強
い
眠
気
や
睡
眠
中

の
激
し
い
イ
ビ
キ
、足
の
ぴ
く
つ

き
、ム
ズ
ム
ズ
感
が
あ
る
場
合
は

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
　

気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る

こ
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。総
合
診

◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊋

㊌

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

☎

▶

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊎
☎

☎
☎

㊏
☎

☎
☎

㊐
☎

☎
☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎
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療
医
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

12
月
20
日（
水
）午
前
10
時

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

お
住
ま
い
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー福

祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見

守
り
、支
え
合
え
る
よ
う
に
応
援

す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養

成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
14
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

20
人（
申
込
先
着
順
）

】12
月
11
日（
月
）米

山
・

南
方
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

◉
　

体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
、タ
ッ
チ
ケ
ア
な
ど

12
月
13
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

森
の
く
ま
さ
ん

森
の

く
ま
さ
ん

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
１
０
５

◉
　

赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育
て

る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。パ
パ
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

妊
娠
の
経
過
・
妊
娠
中
の

過
ご
し
方
、お
産
の
し
く
み
、呼
吸

法
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、マ
タ
ニ

テ
ィ
ブ
ル
ー
に
つ
い
て

12
月
６
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
、個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

12
月
19
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
を

対
象
に
、病
気
の
治
療
や
回
復
の

過
程
、依
存
症
に
よ
る
問
題
行
動

へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
教
室
、個

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

12
月
６
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

12
月
12
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉
　

D
V
や
モ
ラ
ハ
ラ
、虐
待
、家
庭

の
問
題
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子

育
て
な
ど
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
20
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ

仙
台
女
性
相
談
員

12
月
19
日（
火
）午
後

３
時

※
匿
名
可
、託
児
不
可

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）石巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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〜
午
後
２
時

エ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
東
北

中
江
公
園（
迫
中
江
中
央
公
園
）

▼
は
っ
と
料
理
P
R
販

売
コ
ー
ナ
ー（
１
杯
３
０
０
円
〜
）

▼
地
場
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

登
米
市
観
光
物
産

協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）４
６
４
８

12
月
26
日（
火
）午
後
１
時

30
分

す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
〜

と
び
だ
す
絵
本
と
ひ
み
つ
の
コ
〜

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２

階
第
１
研
修
室
）

市
内
の
幼
児
、小
学
生
、

中
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

30
人（
先
着
順
）

無
料

市
視
聴
覚
セ
ン

　

登
米
地
方
の
郷
土
料
理「
は
っ

と
」の
祭
典
、日
本
一
は
っ
と
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
３
日（
日
）午
前
10
時

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

の
公
園
で
、渡
り
鳥
観
察
会
を
開

催
し
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

石
越
町
海
上
連
親
水
公
園

日
本
雁
を
保
護
す
る
会
会

長
・
呉
地
正ま

さ

行ゆ
き

さ
ん

５
０
０
円

30
人（
申
込
先
着
順
）石

越

ら
し
さ
編
集
局（
千
田
）

☎
０
９
０（
９
７
４
９
）０
４
１
９

タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

　

市
内
の
愛
好
家
で
構
成
す
る
絵

画
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
12
月
８
日（
金
）午
後
１

時
〜
４
時
▼
９
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時
▼
10
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
３
時

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

無
料

絵
画
ク
ラ
ブ
ユ
ー

ト
リ
エ（
石
川
）

☎
０
２
２
０（
４
５
）１
３
０
１

　

昨
年
、県
内
で
一
番
ハ
ク
チ
ョ

ウ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
石
越
町

◉
　

住
民
税
な
ど
の
申
告
相
談
業
務

に
従
事
す
る
任
期
付
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

10
人
程
度

令
和
６
年
１
月
４
日（
木
）

〜
３
月
31
日（
日
）

学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上

の
経
歴
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、公

務
員
な
ど
で
通
算
３
年
以
上
、税

務
申
告
相
談
な
ど
の
業
務
経
験
が

あ
る
人

12
月
11
日（
月
）

▼
１
次
考
査
＝
書
類
審
査

▼
２
次
考
査
＝
面
接（
12
月
実
施
）
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パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

た
基
礎
的
な
事
務
処
理
技
術
の
習

得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

令
和
６
年
１
月
26
日

（
金
）〜
４
月
25
日（
木
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室

テ
キ
ス
ト
代
約
１
万
２
千

円（
授
業
料
は
無
料
）

11
月
29
日（
水
）〜
12

月
28
日（
木
）令

和
６
年
１
月
12
日

（
金
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

０
２
２
５（
９
４
）７
３
９
９

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

お正月飾り各種
大量入荷しました‼※写真はイメージです

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

☎

◉
　

令
和
６
年
度
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
士
、児
童
館
・
子
育
て

支
援
指
導
員
、幼
稚
園
講
師
、看
護

師
、准
看
護
師
、運
転
業
務
員
、一

般
事
務
員
、事
務
補
助
員
な
ど

登
録
申
請
書
を
、人

事
課
、医
療
局
、各
総
合
支
所
に
持

参
す
る
か
人
事
課
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。電
子
申
請
も
可
能
で
す

12
月
１
日（
金
）か
ら

開
始

※
令
和
６
年
４
月
か
ら
任
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、12
月
28
日（
木
）

ま
で
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

登
録
さ
れ
た
人
の
中

か
ら
選
考
し
て
決
定
し
ま
す

◉

各
担
当
部
署

の
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す総

務

部
人
事
課

〒
9
8
7
―
0
5
1
1
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
２
丁
目
６
の
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

　

県
東
部
教
育
事
務
所
管
内
の

小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
講
師
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

➊
12
月
25
日（
月
）

午
前
９
時
〜
10
時
／
小
学
校
講
師

➋
12
月
25
日（
月
）午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分
／
中
学
校
講
師
➌
12

月
26
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分
／
講
師（
養
護
・
栄
養
）、代

替
栄
養
職
員
、事
務
職
員

県
石
巻
合
同
庁
舎

※
詳
細
は
県
東
部
教
育
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

※
今
年
度
中
の
講
師
希
望
は
随
時

ご
相
談
く
だ
さ
い県

東
部
教
育
事
務

所（
教
育
学
事
班
）

☎
０
２
２
５（
９
５
）７
０
９
６

　

市
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
登
米
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定

す
る
た
め
、計
画
案
へ
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。12

月
18
日（
月
）〜
令

和
６
年
１
月
18
日（
木
）

登
米
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画（
案
）

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課
、各
総
合
支
所
、各
公
民

館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「

高
齢
者
福
祉
・
介
護

保
険
事
業
計
画（
案
）に
対
す
る
意

見
」と
明
記
し
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
様

式
は
自
由
）▼「
住
所
、氏
名（
団
体

な
ど
の
場
合
は
所
在
地
、名
称
、代

表
者
名
）、電
話
番
号
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、電
話
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん「

個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す

福
祉
事

務
所
長
寿
介
護
課（
認
定
審
査
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
南
方
町

新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

死chojyukaigo@
city.tom

e.
m
iyagi.jp
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国
民
年
金
保
険
料
は
、社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。令
和
５
年
中（
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
）に
納
付
し

た
保
険
料
は
、所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。令
和
５
年
中
の
納
付
で
あ

れ
ば
、過
年
度
分
や
追
納
し
た

保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
、保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す
。日
本
年
金
機
構
か

ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
発
送
さ

れ
ま
す
の
で
、大
事
に
保
管
し
、

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。家
族
の

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

自
身
の
保
険
料
に
加
え
て
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、税
法
上

有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど

万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め
の

納
付
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

12
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
１
月

３
日
ま
で
、年
末
年
始
消
防
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し
、暖
房

器
具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会

が
増
え
る
中
、慌
た
だ
し
さ
や

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
火

災
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。期

間
中
は
消
防
体
制
を
強
化
し
、消

防
車
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
出

火
防
止
の
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、12
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
に
は
、イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐

沼
で
、火
災
予
防
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
防
火
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布

し
ま
す
。

　

今
一
度
、身
の
回
り
の
火
の
用

心
を
徹
底
し
、火
災
の
な
い
年
末

年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
警
防
課 

（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

◉▼
凍
結
防
止
用
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ン

セ
ン
ト
は
確
実
に
差
し
込
む
▼
長

期
間
留
守
に
す
る
場
合
な
ど
は
、

水
抜
き
す
る
▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
は
、保
温
材
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
で
防
寒
す
る

※
メ
ー
タ
ー
保
温
材
は
12
月
か
ら

水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
と
各
総
合

支
所
で
無
料
配
布
し
ま
す

◉▼
凍
っ
た
と
こ
ろ
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
て
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け

る
▼
蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
し
た

と
き
は
、水
抜
栓
を
閉
め
て
か
ら

修
理
を
依
頼
す
る
。水
抜
栓
の
場

所
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、破
損

箇
所
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
る

※
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

は
、上
下
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、水
道
お
客
様
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い※
修
理
費
用
は
、全
て
自
己
負
担

と
な
り
ま
す　
　

▼
上
下
水
道
部
経

営
総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

▼
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
０
２
３
）１
５
１

　
「
登
米
市
立
地
適
正
化
計
画
」の

策
定
に
伴
い
、計
画
区
域
内
で
対

象
と
な
る
行
為
を
実
施
す
る
場
合

は
、着
手
日
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

➊
居
住
誘
導

区
域
外
で
、一
定
規
模
以
上
の
住

宅
を
建
築
す
る
目
的
で
実
施
す
る

開
発
行
為
や
住
宅
の
新
築
な
ど
➋

都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
、誘
導

施
設
を
建
築
す
る
目
的
で
実
施
す

る
開
発
行
為
や
誘
導
施
設
の
新
築

な
ど
➌
都
市
機
能
誘
導
区
域
内

で
、誘
導
施
設
を
休
止
ま
た
は
廃

止
す
る
と
き

12
月
26
日

（
火
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

建
設
部
住
宅
都
市

整
備
課（
都
市
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、野
鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し

方
で
は
、人
に
感
染
し
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、野
鳥
は

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
死
亡
し
ま
す

の
で
、死
ん
で
い
て
も
直
ち
に
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥

が
死
亡
し
て
い
る
な
ど
の
異
常
を

発
見
し
た
場
合
は
、担
当
部
署
に

連
絡
す
る
▼
野
鳥
の
糞
が
靴
の
裏

や
車
両
に
付
く
と
、ウ
イ
ル
ス
が

他
の
地
域
に
運
ば
れ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、野
鳥
に
近
づ
き
す
ぎ
な

い
▼
死
亡
し
た
鳥
な
ど
は
、素
手

で
触
ら
な
い
▼
自
宅
の
庭
な
ど
で

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け

た
場
合
に
は
、燃
え
る
ゴ
ミ
と
し

て
処
分
す
る
こ
と
も
可
能
▼
鳥
を

飼
養
し
て
い
る
場
合
は
、ケ
ー
ジ

を
使
用
し
、野
鳥
と
の
接
触
を
防

ぐ
▼
家
き
ん
の
死
亡
羽
数
が
増
え

る
な
ど
の
異
常
を
見
つ
け
た
場
合

は
、最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所

に
連
絡
す
る
▼
家
き
ん
舎
は
衛
生

管
理
の
徹
底
に
努
め
る

▼
野
鳥
＝
産
業
経

済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

▼
家
き
ん
＝
産
業
経
済
部
農
政
課

（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　

市
は
、降
雪
の
深
さ
が
お
お
む

ね
10
㌢
と
な
っ
た
場
合
、町
域
ご

と
に
幹
線
道
路
か
ら
除
雪
作
業
を

し
ま
す
。町
域
全
体
の
除
雪
が
完

了
す
る
ま
で
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。な
お
、除

雪
作
業
に
よ
る
自
宅
付
近
の
雪
だ

ま
り
は
、住
民
の
皆
さ
ん
で
除
雪

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。降
雪
や
路
面
凍

結
に
よ
っ
て
走
行
な
ど
に
支
障
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、担
当

部
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
道
＝
各
総
合

支
所
市
民
課
、建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

▼
国
道
・
県
道
＝
県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所（
道
路
管

理
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
１
６

　

７
〜
８
月
に
全
世
帯
へ
送
付
し

た「
登
米
市
と
め
地
域
応
援
商
品

券
」の
使
用
期
限
は
、12
月
31
日

（
日
）ま
で
で
す
。期
限
ま
で
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、不
在
な

ど
に
よ
り
受
け
取
り
が
で
き
な

か
っ
た
世
帯
の
商
品
券
は
、地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
で
保
管
し
て
い

ま
す
。受
け
取
る
際
は
、必
ず
事
前

に
連
絡
の
上
、来
庁
く
だ
さ
い
。

12
月
28
日（
木
）

平
日
／
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

９
月
15
日
で
利
用
が
終
了
し
た

登
米
市
共
通
商
品
券「
と
め
っ
こ

マ
ネ
ー
５
０
０
円
商
品
券
」の
払

い
戻
し
を
し
て
い
ま
す
。

登
米
市
振
興
協
同

組
合
に
、未
使
用
の「
と
め
っ
こ
マ

ネ
ー
５
０
０
円
商
品
券
」を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。確
認
の
上
、そ
の

場
で
現
金
と
交
換
し
ま
す

※
千
円
商
品
券
は
対
象
外

午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
土
、日
、祝
日
は
除
く
）

12
月
20
日（
水
）

登
米
市
振
興
協
同

組
合（
登
米
中
央
商
工
会
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

下田中53番地8 0220-23-8688
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視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
家

庭
生
活
や
社
会
生
活
を
円
滑
に
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、訓
練

会
を
開
催
し
ま
す
。障
害
者
手
帳

の
所
持
は
問
い
ま
せ
ん
。

12
月
20
日（
水
）午
前
10
時

〜
正
午（
事
前
申
込
不
要
）

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

個
別
相
談
、福
祉
機
器
の

展
示
と
紹
介

宮
城
県
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会

☎
０
２
２（
２
５
７
）２
０
２
２

０
２
２（
２
９
３
）９
１
３
５

　

市
は
、障
が
い
の
あ
る
人
が
、生

活
訓
練
や
作
業
活
動
を
通
じ
て
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
て
る
よ

う
、市
内
２
カ
所
の
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て

い
ま
す
。中
央
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー（
よ
つ
葉
ハ
ウ
ス
）

で
は
、毎
月
１
回
、セ
ン
タ
ー
内
で

自
主
作
品
の
販
売
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
や
小

物
入
れ
、メ
モ
帳
、ス
ト
ラ
ッ
プ
や

マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
を
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

12
月
22
日（
金
）、１
月
26

日（
金
）、２
月
28
日（
水
）、３
月
28

日（
木
）／
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

中
央
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー（
よ
つ
葉
ハ
ウ
ス
）／

迫
町
佐
沼
字
錦
１
０
８

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２ 

◉
　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
要
否
相

談
会
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
後
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

➊
12
月
14
日（
木
）➋
19
日

（
火
）／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

➊
主
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
➋
主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
10
人（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

◉
　

税
務
署
は
、国
税
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
）５
９
０
１

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
２
０
５
）５
５
３

　

ま
た
、税
務
署
窓
口
で
面
接
に

よ
る
相
談
を
、毎
週
、月
曜
日
と
木

曜
日
に
受
け
付
け
て
い
ま
す（
確

定
申
告
時
期
を
除
く
）。窓
口
相
談

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◉

佐
沼

税
務
署
➊
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
６
３
９

➋
個
人
課
税
部
門

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
６
１
２

時（
土
、日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除

く
）

交
通
事
故

紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支
部

☎
０
２
２（
２
６
３
）７
２
３
１

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
、安
心
で
き
る
場
で
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
12
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時（
要
電
話
予
約
）

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料

　

自
動
車
事
故
に
関
す
る
損
害
賠

償
問
題
の
紛
争
解
決
を
、弁
護
士

が
中
立
公
正
な
立
場
か
ら
無
料
で

お
手
伝
い
し
ま
す
。電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
〜
午
後
５

　

み
や
ぎ
I
J
U（
移
住
）タ
ー
ン

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
で
は
、県
外

の
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
在
学

中
の
人
を
対
象
に
、I
J
U
タ
ー

ン
就
職
の
相
談
・
求
人
紹
介
・
書
類

添
削
・
面
接
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
内
で
の
就
職
活
動（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
）の
際

に
、移
動
に
か
か
る
交
通
費
や
宿

泊
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
額
は
、１
人
４
万
円
ま
で
で
、

同
一
年
度
内
は
上
限
額
に
達
す
る

ま
で
何
回
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
た
場
合
に
、受

け
付
け
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

み
や
ぎ
I
J
U

タ
ー
ン
就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス

☎
０
２
２（
２
１
６
）５
０
０
１

死ijum
iyagi@

pasona.co.jp
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☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和５年10月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,683 9,386 9,857 19,243 （▲28）

登米 1,741 2,086 2,298 4,384 （▲2）

東和 2,216 2,727 2,777 5,504 （▲9）

中田 5,292 7,360 7,567 14,927 （▲23）

豊里 2,151 3,020 3,058 6,078 （3）

米山 2,790 4,081 4,157 8,238 （▲13）

石越 1,501 2,143 2,155 4,298 （▲17）

南方 2,711 3,898 4,073 7,971 （▲30）

津山 1,113 1,372 1,511 2,883 （▲1）

合計 27,198 36,073 37,453 73,526 （▲120）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　県内では例年11月下旬に初雪が降ります。初雪・初
冠雪時は交通事故が多発します。冬用タイヤやタイヤ
チェーンを準備するなど、早めの冬道対策をしましょう。

（令和５年10月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 92件 84件 8件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 104人 100人 4人

物損事故
発生件数 1,061件 988件 73件

※Ｒ5年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン

ズ
ア
イ
女
性
相
談
員

12
月
11
日（
月
）午
後

４
時

ウ
ィ

メ
ン
ズ
ア
イ

☎
０
８
０（
９
２
５
６
）０
０
３
５

死soudan@
w
om
enseye.net

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持

つ
支
援
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

➊
12
月
12
日（
火
）➋
26
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
錦
織
公
民
館
➋
上
沼
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

12
月
22
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開
発
健け
ん

次じ（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

12
月
26
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
９
月
受
納
）

●
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
様
／

錦
織
小
学
校
用
・
自
走
式
エ
ン
ジ

ン
芝
刈
機
１
台
、セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
防
犯
カ
メ
ラ
１
台（
９
月
６
日
）

●
市
外
在
住
個
人（
匿
名
）様
／
市

内
児
童
館
、児
童
ク
ラ
ブ
用
・
児
童

用
書
籍
29
冊（
９
月
14
日
）

●
辰
巳
会
様
／
登
米
総
合
支
所

用
・
介
護
福
祉
用
車
椅
子
３
台（
９

月
28
日
）

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１　

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
は
、消
費

者
と
事
業
者
と
の
間
に
発
生
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受

け
、解
決
に
向
け
た
助
言
や
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。相
談
は
無

料
で
、専
門
の
相
談
員
が
電
話
か

対
面
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

月
〜
金
曜
日
／
午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８



編

集

後

記

▼
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
で
、園
児

た
ち
が
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
大
き
さ
に
驚
い
て
、そ
ん

な
園
児
た
ち
を
見
て
高
校
生
も

笑
顔
に
な
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。お
い
し
そ
う
だ
と

食
べ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

る
私
を
よ
そ
に
、園
児
と
高
校

生
の「
採
れ
た
ー
」と
収
穫
を
よ

ろ
こ
ぶ
声
が
秋
晴
れ
の
空
に
響

い
て
い
ま
し
た
。（
高
橋
）

▼
清
野
さ
ん
を
取
材
。た
く
さ

ん
の
星
や
宇
宙
に
関
す
る
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。星
の
光
は
白

や
青
な
ど
の
落
ち
着
い
た
色
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、緑
の
光
を
放
つ
彗
星
や
赤

い
光
を
放
つ
星
雲
な
ど
、宇
宙

が
色
と
り
ど
り
の
光
に
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
す
る
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
木
戸
浦
）

▼「
11
月
号
の
表
紙
の
写
真
に

ほ
っ
こ
り
。こ
れ
か
ら
も
広
報

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と

の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、う
れ

し
す
ぎ
て
小
躍
り
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。思
い
を
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
教

え
て
も
ら
え
た
気
が
し
ま
す
。

※
写
真
を
撮
っ
た
の
は
高
橋
で

す
。（
渡
邊
）

　８月29日、アマチュア天文家の清野さんが、木
星に隕

いん

石
せき

が衝突する瞬間の撮影に成功した。
　登米町で生まれ育ち、幼い頃から星に興味が
あったと話す清野さん。「中学生のときは、山で『池

いけ

谷
や

・関
せき

彗
すい

星
せい

』を撮影したり、友人や先輩と天文同好
会を設立したりと、星の観察や探求に夢中でした」
と当時を振り返る。社会人時代は多忙で天体観測
から離れていたが、定年退職を機に登米町を拠点
に再開した。初めは、街路灯の光や障害物の少ない
田園などに出向いて観測していたが、より適した
環境で星を観るため、山の上に「星の観測所」を設
置。「時間を忘れて、一晩中夢中になります。特に、
ほうき星が好きで、緑や青などのきれいで澄んだ
光を放つものなど、自然が創り出す神秘的な現象

には驚かされます」と天体観測の魅力を語る。
　「8月29日に焦点を当てていた惑星が偶然木星
でした。知人から木星に巨大な隕

いん

石
せき

が衝突したと
聞き、撮影していた映像を見返すと、白い閃

せん

光
こう

が
はっきりと映っていて、後から、過去最大規模のも
のと知ったときはうれしかったです。天候や気流
の状態が悪く、観ることのできなかった熱心な観
測者が多くいる中で、私が撮影できて恐縮です」と
謙虚な姿勢を見せる。
　「好きなことを継続してきたから、奇跡的な瞬間
に出会えました。これからの人生を歩む皆さんは、
いろいろなことに興味を持ち、豊かな人生を歩ん
でほしいです」と星に願いを込め、神秘的な瞬間と
出会うために今夜もレンズをのぞく。

（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

Profi le
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